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6
月
20
日
執
行
の
本

宮
市
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
は
、
第
1
・

第
2
選
挙
区
と
も
定
数

6
人
に
対
し
6
人
ず
つ

の
立
候
補
が
あ
り
、
12

人
の
無
投
票
当
選
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　

6
月
22
日
に
は
、
市

役
所
で
当
選
証
書
付
与

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
22
年
7

月
20
日
か
ら
平
成
25
年

7
月
19
日
ま
で
の
3
年

間
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
議
会
推

薦
と
農
業
団
体
推
薦
委

員
5
人
も
決
定
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
7
月
20
日
に

農
業
委
員
会
第
1
回
総

会
が
開
か
れ
、
会
長
に

日
向
一
雄
さ
ん
、
会

長
職
務
代
理
者
に
平　

　

勝
治
さ
ん
が
互
選
さ
れ

ま
し
た
。

伊藤　隆一さん
（岩根字梅原）

遠藤　政幸さん
（青田字萱林）

渡辺　孝一さん
（本宮字小原田）

日向　一雄さん
（高木字久保）

国分　政利さん
（荒井字堂川）

遠藤　秀男さん
（仁井田字五百川）

第
一
選
挙
区（
本
宮
地
区
）

三瓶　一朗さん
（松沢字平郎内）

渡辺　清充さん
（長屋字浦門）

佐藤　孝昭さん
（稲沢字団子森）

佐々木広文さん
（糠沢字東笹田）

渡辺　平二さん
（白岩字松ケ作）

平　　勝治さん
（和田字下白旗）

第
二
選
挙
区（
白
沢
地
区
）

鈴木　哲弥さん
（白岩字寺内）

鈴木　忠善さん
（本宮字中野後）

鈴木　清和さん
（荒井字荒井）

【
み
ち
の
く
安
達

 

農
業
協
同
組
合
推
薦
委
員
】

国分　閧夫さん
（糠沢字小田部）

【
安
達
地
方
農
業
共
済

 

組
合
推
薦
委
員
】

渡辺　雄一さん
（仁井田字上野台）

【
安
積
疏
水
土
地
改
良
区
推
薦
委
員
】

【
議
会
推
薦
委
員
】

本宮市本宮市のの農業委員農業委員がが改選改選されましたされました

人
権
擁
護
委
員
の
方
に 

　
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

　

国
民
の
人
権
の
擁
護
と
人
権
思

想
の
普
及
高
揚
に
貢
献
さ
れ
た
功

績
で
、
本
宮
市
の
人
権
擁
護
委
員

の
方
4
名
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

【
写
真
右
か
ら
】

○ 

五
十
嵐
住
男
さ
ん
（
本
宮
字
馬

場
）、
法
務
省
人
権
擁
護
局
長

感
謝
状

○ 

伊
藤
久
子
さ
ん
（
本
宮
字
上

町
）、
仙
台
法
務
局
長
感
謝
状

○ 

鈴
木
哲
弥
さ
ん
（
白
岩
字
寺

内
）、
福
島
県
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
長
表
彰

○ 

国
分
八
重
子
さ
ん
（
糠
沢
字
小

田
部
）、
福
島
地
方
法
務
局
長

感
謝
状
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こ
れ
ま
で
、
本
宮
市
で
は
、
本

宮
地
区
と
白
沢
地
区
で
、
そ
れ
ぞ

れ
別
の
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム

を
使
用
し
て
い
た
た
め
、
放
送
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
ご
と
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
本
宮
地
区
と
白
沢

地
区
の
放
送
を
同
時
に
で
き
る
よ

う
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
ま
し
た
の

で
、
本
宮
市
役
所
（
本
庁
）
か
ら

市
内
全
域
へ
、
一
括
で
放
送
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
運
用

開
始
は
、
8
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
改
修
に
と
も
な
い
、
次

の
点
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

■ 
白
沢
地
区
に
お
け
る
火
災

発
生
放
送
の
音
量
が
変
わ

り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
白
沢
地
区
に
お
け

る
火
災
発
生
時
の
放
送
は
、
消
防

本
部
（
二
本
松
）
か
ら
の
遠
隔
操

作
に
よ
り
、
戸
別
受
信
機
の
音
量

設
定
（
ボ
リ
ュ
ー
ム
つ
ま
み
の
設

定
）
に
関
わ
ら
ず
、
最
大
音
量
で

放
送
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
修
に
よ
り
、
火
災
発

生
時
の
放
送
に
つ
い
て
も
、
音
量

は
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
つ
ま
み
で
設
定

し
た
音
量
で
の
放
送
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
変
更
は
、

8
月
か
ら
で
す
。

　

特
に
、
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
な

ど
火
災
発
生
に
よ
り
、
い
ち
早
く

行
動
が
必
要
な
方
は
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
を
常
に
大
き
め
に
設
定
し
て
お

く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■ 

定
時
放
送
は
、
本
宮
・
白

沢
地
区
と
も
、
本
庁
よ
り

放
送
を
行
い
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
定
時
放
送
は
、
本

宮
地
区
・
白
沢
地
区
、
そ
れ
ぞ
れ

別
々
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
録
音
し
放

送
し
て
い
ま
し
た
が
、
8
月
か
ら

は
、
本
宮
市
役
所
か
ら
一
括
し
て

同
じ
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ
る
放
送
を

行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

● 

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
や

戸
別
受
信
機
な
ど
に
関
す
る

こ
と

　

生
活
安
全
課　

消
防
防
災
係

 
（
☎
内
線
1
1
2
）

● 

定
時
放
送
の
内
容
に 

関
す
る
こ
と

　

秘
書
広
報
課　

広
報
広
聴
係

 

（
☎
内
線
2
1
9
）

　
「
も
と
み
や
暮
ら
し
の
便
利

帳
」は
、本
宮
市
と
㈱
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
北
日
本
支
社
（
仙
台
市
）

が
共
同
で
製
作
し
、
協
賛
い
た

だ
い
た
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
広

告
料
に
よ
り
発
行
し
た
も
の
で

す
。

　

市
の
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
、

観
光
・
物
産
を
は
じ
め
、
医
療

な
ど
の
地
域
情
報
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛

り
込
み
、
利
便
性
の
高
い
保
存
版

と
し
て
作
成
し
ま
し
た
（
Ａ
４
判
・

１
０
４
ペ
ー
ジ
）。

　

県
内
で
は
、
伊
達
市
、
桑
折
町
に

続
い
て
３
番
目
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　

　

７
月
１
日
に
は
、
市
役
所
で
「
も

と
み
や
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
発
刊
式

が
行
わ
れ
、
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
鈴
木

進
北
日
本
支
社
長
よ
り
中
野
副
市
長

が
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
暮
ら
し
の
便
利
帳
は
、
７
月

中
に
市
内
各
世
帯
に
無
料
配
付
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
市
役
所
や
白
沢
総

合
支
所
な
ど
の
窓
口
で
、
転
入
さ
れ

る
世
帯
の
皆
さ
ん
に
も
随
時
配
付
し

ま
す
。

　

ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
事
業
者

の
皆
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご

活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

秘
書
広
報
課　

広
報
広
聴
係

 

（
☎
内
線
２
１
９
）

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の

防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
の

  

改
修
を
行
い
ま
し
た

改
修
を
行
い
ま
し
た

「
も
と
み
や
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を

「
も
と
み
や
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を

  

製
作
し
ま
し
た

製
作
し
ま
し
た

〜
市
内
各
世
帯
に
無
料
で
配
付
〜 

〜
８
月
か
ら
変
更
点
が
あ
り
ま
す
〜

▲ 中野副市長へ便利帳を贈呈する鈴木支社長（右）




